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【2017 年度政策予算概算要求】 

海事局・港湾局と来年度予算概算要求 

について回答を受け要請を行う！ 
9 月 26 日 10 時 30 分より、国土交通省 1階共用会議室において海事局・港

湾局より「2017 年度政府予算概算要求」の回答を受けた。交運労協から 6名

が出席するとともに、政策推進議員懇談会より近藤昭一衆議院議員、赤松広

隆衆議院議員、髙木義明衆議院議員にも同席いただいた。 

冒頭、交運労協より松谷事

務局次長が挨拶をおこない、

続いて、政策推進議員懇談会

会長である近藤昭一衆議院

議員が挨拶し「お忙しい中こ

のような機会を作っていた

だき感謝する。交通運輸産業

で働く人々の意見を十分に

反映し、予算確保していただ

きたい」と述べた。 

海事局・港湾局からは七尾英弘官房審議官が挨拶をおこない「日頃からご

理解・ご協力に感謝する。海事については、生産性革命元年と位置づけてい

る、港湾については被災地復興の取組など課題は山積している。本日の意見・

要望・提言を聞きながら、施策を進めて行きたい」述べた。 

要求項目について回答を受けた後、意見交換においては、海員組合・和田

国内部長より「新たな高速道路料金に関する基本方針のフェリー・旅客船へ

の影響」、同じく海員組合・浦総合政策部長より「船員の確保・育成」、全港

湾・真島書記長より「非指定港の指定港化」「港湾労働対策」などについて意

見・要望をおこなった。なお、回答内容は別途報告する。      以 上 
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《2017 年度政府予算概算要求》 

【海事局】 

１．日本人船員の確保・育成について 

２．船員養成教育機関の維持・定員拡大について 

３．外航海運・船員政策について 

４．内航・旅客船における海運・船員政策について 

５．デジタルディバイドの解消について 

６．船員税制確立への取り組みについて 

７．海難事故の撲滅と防止に向けた取り組みについて 

８．海賊略奪行為の根絶と船舶・船員の安全の確保について 

９．船員の魅力に関する広報活動の強化について 

【海事局】 

１．港湾運送料金について 

２．港湾運送の現況について 

３．非指定港の指定港化について 

４．港湾労働対策について 

５．港湾労働者の雇用と職域に係る諸問題について 

６．安全な港湾職場の環境づくり並びに海コン安全輸送対策取り組みについて 

７．アスベスト対策について 

８．クルーズ活性化に向けた港湾設備と交通体系、観光受入体制の整備について 

９．保安検査の迅速化と接遇向上について 

10．船内廃棄物の受け入れ施設の充実について 

11．港湾地区について 

  

 

 


